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会
員
の
皆
様
、新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

昨
年
は
役
員
、
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、予
定
し
ま
し
た
事

業
を
滞
り
な
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。そ
れ
に
加
え
て
東
京
都
市
町
村
卓
球

連
盟
の
創
立
六
十
周
年
の
年
に
当
た
り
、実

行
委
員
会
を
設
置
し
て
杉
江
委
員
長
、佐
溝

記
念
誌
担
当
委
員
を
中
心
と
す
る
実
行
委

員
の
皆
様
に
記
念
誌
作
成
と
記
念
式
典
の

準
備
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。六
十

周
年
と
い
う
小
さ
な
節
目
で
す
の
で
十
年

間
の
記
録
を
し
っ
か
り
残
す
こ
と
と
、今
後

に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
検
討
と

組
織
の
強
化
に
向
け
た
記
念
式
典
、懇
親
会

を
企
画
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。今
年
の
新
年

会
で
そ
の
成
果
が
披
露
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の
ご
意
見
が
伺
え

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
一
昨
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

五
輪
で
の
日
本
選
手
の
活
躍
に
続
い
て
、昨

年
の
世
界
卓
球
で
の
平
野
美
宇
選
手
、張
本

智
和
選
手
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
選
手
の

素
晴
ら
し
い
活
躍
で
卓
球
が
大
き
く
注
目

を
集
め
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
あ

り
ま
す
（
福
原
愛
ち
ゃ
ん
に
女
の
子
誕
生

も
？
）。
そ
し
て
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
今
年

の
都
民
大
会
で
男
子
は
西
東
京
市
、女
子
は

調
布
市
が
優
勝
と
い
う
ア
ベ
ッ
ク
勝
利
を

飾
っ
た
こ
と
も
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

両
市
の
健
闘
に
拍
手
を
送
る
と
と
も
に
、市

町
村
卓
球
連
盟
と
し
て
も
さ
ら
に
研
鑽
を

重
ね
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

と
て
も
ま
と
ま
り
が
良
い
と
言
わ
れ
て

い
る
市
町
村
卓
球
連
盟
が
今
年
も
仲
良
く
、

卓
球
の
普
及
発
展
に
活
動
で
き
ま
す
よ
う

役
員
一
同
頑
張
り
ま
す
の
で
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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東
京
都
市
町
村
卓
球
連
盟
創
立
六
十
周

年
記
念
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。初
め
に

半
世
紀
を
過
ぎ
こ
れ
ま
で
連
盟
発
展
の
た

め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
役
員
・
理
事

の
方
々
へ
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。と

り
わ
け
各
市
町
村
連
盟
を
多
摩
地
域
全
体

の
連
盟
と
し
て
統
括
し
て
都
下
卓
球
連
盟

と
し
て
発
足
に
至
る
ま
で
ご
苦
労
を
さ
れ

た
第
３
代
会
長
・
渡
辺
繁
治
氏
へ
敬
意
と
感

謝
を
表
し
ま
す
。特
に
昭
和
四
十
年
四
月
よ

り
今
日
に
至
る
ま
で
六
十
年
余
に
わ
た
っ

て
事
務
局
を
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
副
会

長
の
青
木
史
義
氏
の
ご
苦
労
に
対
し
衷
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

 

一 

各
市
町
村
卓
球
連
盟
の
発
展
・
充
実
期 

 

昭
和
五
十
八
年
頃
よ
り
平
成
十
三
年
頃

ま
で
の
期
間
、市
町
村
卓
球
連
盟
は
次
世
代

を
見
通
し
た
組
織
的
活
動
を
し
て
き
た
発

展
期
と
考
え
ら
れ
ま
す
。と
り
わ
け
二
十
六

市
五
町
一
村
の
卓
球
連
盟
を
統
合
し
、市
町

村
卓
球
連
盟
と
し
て
活
動
を
発
足
し
た
こ

と
で
す
。加
え
て
東
京
都
卓
球
連
盟
に
役
員

を
派
遣
し
連
携
強
化
を
図
り
、、
東
卓
の
一

翼
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。ま
た
、

新
た
な
事
業
を
計
画
実
施
し
て
き
た
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
公
認
審
判
員
資
格
取
得
講

習
会
、
卓
球
人
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
市
町
村

選
抜
卓
球
大
会
）、
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
、
日

中
友
好
卓
球
大
会
、都
下
卓
球
ニ
ュ
ー
ス
第

１
号
発
行
）、
レ
デ
ィ
ー
ス
大
会
、
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
大
会
、ダ
ブ
ル
ス
大
会
等
全
て

現
在
に
至
り
充
実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、顧
問
の
荻
村
伊
知
朗
氏
が
国
際
卓

球
連
盟
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た（
昭
六
十

二
）。
第
三
十
七
回
世
界
卓
球
選
手
権
大
会

に
は
、
井
上
武
弘
（
青
卓
会
）、
織
部
幸
治

（
青
卓
会
）、
荻
野
博
之
（
立
川
市
）
が
出

場
、
ア
ト
ラ
ン
タ
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
に 

遊
澤 

亮
（
立
川
市
）、
ア
テ
ネ

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に 

富
岡
成
一（
調

布
市
）、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
卓
球
の

男
子
準
決
勝
の
主
審
判
を
さ
れ
た 

平
池
征

子
（
小
金
井
市
）
氏
等
日
本
を
代
表
す
る

方
々
が
お
ら
れ
る
こ
と
は
多
摩
地
域
の
誇

り
で
あ
り
ま
す
。 

 

二 

中
学
校
体
育
卓
球
部
及
び
多
摩
地
区

教
職
員
卓
球
連
盟
へ
の
後
援 

 

私
は
、昭
和
四
十
二
年
四
月
東
京
都
区
内

よ
り
多
摩
地
区
に
転
勤
を
し
ま
し
た
が
、当

時
多
摩
地
域
の
中
学
校
体
育
連
盟
の
卓
球

部
に
は
組
織
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。昭
和

四
十
三
年
に
多
摩
地
区
の
と
り
ま
と
め
役

を
仰
せ
つ
か
り
、中
体
連
卓
球
部
及
び
多
摩

地
区
教
職
員
卓
球
連
盟
の
創
設
等
を
発
足

し
組
織
的
活
動
を
始
め
ま
し
た
。 

当
時
、
都
下
卓
球
連
盟
よ
り
多
大
な
支

援
・
後
援
を
し
て
い
た
だ
き
重
ね
て
感
謝
い

た
し
ま
す
。お
陰
様
で
中
体
連
卓
球
部
及
び

教
職
員
卓
球
連
盟
と
も
に
活
性
化
・
発
展
を

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。と
り
わ
け
昭

和
五
十
年
代
、東
京
都
代
表
で
全
国
中
学
生

大
会
、関
東
中
学
生
大
会
へ
多
摩
地
域
よ
り

多
数
の
出
場
校
を
輩
出
し
て
優
勝
、入
賞
し

た
こ
と
は
特
筆
す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

関
東
大
会
優
勝
（
武
蔵
野
四
中
（
昭
五

十
二
・
女
子
）、
瑞
穂
二
中
（
昭
五
十
六
・

男
子
）、
単
・
若
林
八
十
二
（
昭
五
十
二
・

立
川
一
中
）、
単
・
広
川
理
恵
（
昭
五
十
三
・

小
平
二
中
）、
単
・
湯
澤
亮
（
平
二
・
立
川

三
中
）、
単
・
長
尾
健
太
郎
・
八
王
子
七
中
） 

全
国
大
会
入
賞
、
小
平
二
中
（
女
子
）、

羽
村
二
中
（
男
子
）、
単
第
二
位
・
若
林
八

十
二
（
昭
五
十
二
・
立
川
一
中
）、
単
第
三

位
・
荻
野
博
之
（
昭
五
十
二
・
立
川
一
中
）、

単
・
優
勝 

渋
谷
浩
（
昭
五
十
五
・
五
十
六
・

5

五
十
七
、
武
蔵
野
三
中
）、
単
優
勝
・
湯

澤
亮
（
平
三
・
立
川
三
中
） 

以
上
の
中
学
生
の
入
賞
者
の
う
ち
、
そ

の
後
に
日
本
代
表
で
世
界
卓
球
選
手
権
大

会
や
ア
ジ
ヤ
大
会
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
等

に
出
場
し
た
選
手
は
、
荻
野
博
之
、
広
川
理

恵
、
渋
谷 

浩
、
湯
澤
亮
で
す
。 

 三 

ラ
ー
ジ
ボ
ー
卓
球
の
普
及
・
拡
大 

 

軟
式
卓
球
が
衰
微
の
一
途
を
た
ど
り 

昭

和
六
十
一
年
頃「
卓
球
は
ね
ぐ
ら
で
ダ
サ
イ

な
ス
ポ
ー
ツ
」
と
言
わ
れ
て
、
当
時
、
日
本

卓
球
協
会
の
専
務
理
事
で
あ
っ
た 

荻
村
伊

知
朗
氏
を
中
心
と
し
て
開
発
さ
れ
た
新
卓

球
、昭
和
六
十
三
年
に
第
一
回
全
国
マ
ス
タ

ー
ズ
卓
球
大
会
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
）
が

富
山
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。多
摩
地
域
で

は
殆
ど
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
十
二
年
、多
摩
地
域
の
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
の
普
及
拡
大
を
期
し
て 

第
一
回
マ
ス

タ
ー
ズ
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。前
後
期
に
年
二
回
の
大
会
で
後

期
は
、オ
ー
プ
ン
大
会
で
今
日
で
は
関
東
一

円
か
ら
多
く
の
卓
球
愛
好
者
が
参
加
す
る

ま
で
に
発
展
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
、
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
１
５
連
覇
を
果
た
し
て
い

る 

平
田
洋
子
選
手
（
武
蔵
野
市
）
は
、
多

摩
地
域
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。 

 

四 

今
後
の
課
題 

 

日
本
の
卓
球
人
口
も
年
々
増
え
て
、事
業

も
増
え
て
各
大
会
の
参
加
者
も
多
く
な
り

ま
し
た
。そ
れ
だ
け
に
運
営
の
役
員
も
多
く

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
役
員
の
高
齢
化
が
目
立
ち
、若
返
り

が
急
務
か
と
思
わ
れ
ま
す
。各
市
町
村
で
も

同
様
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
大
会
運
営
や
審

判
等
実
務
的
な
講
習
会
や
研
修
を
開
催
し

て
、若
い
人
た
ち
の
育
成
と
活
動
の
場
を
設

定
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。 

設
創
立
記
念
に
当
り
、こ
れ
ま
で
を
振
り
返

り
、改
善
工
夫
を
加
え
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

と
捉
え
誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
で

き
る
環
境
整
備
を
し
、卓
球
を
盛
ん
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す 

 



 

- 3 - 

審 

判 

部 

の 

主 

な 

活 

動 

 
     

 
 

審
判
部
部
長 

山
本 

道
雄 

ベ 
テ 

ラ 

ン 

大 

会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
野 

範
子 

全 

日 
本 
マ 

ス 

タ 

ー 

ズ 

 

優 

勝 
 
 
    

安
藤 

節
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平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
二
日
（
土
）、

立
川
泉
体
育
館
に
於
い
て
第
四
十
三
回
市

町
村
ベ
テ
ラ
ン
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。こ

の
大
会
は
例
年
八
丈
島
か
ら
も
大
勢
の
選

手
が
参
加
さ
れ
、島
の
名
産
の
明
日
葉
な
ど

を
お
土
産
に
持
参
し
て
下
さ
る
楽
し
み
な

大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
上
今
回
は
初

め
て
の
試
み
と
し
て
近
年
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
な
ど
で
注
目
さ
れ
て
い
る
パ
ラ
選
手
を

お
迎
え
し
て
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。最
初

は
パ
ラ
の
部
を
設
け
る
と
い
う
予
定
で
し

た
が
、当
日
の
パ
ラ
選
手
の
試
合
が
重
な
り

参
加
者
が
少
な
く
、
ま
た
、
パ
ラ
選
手
側
か

ら
の
強
い
ご
要
望
も
あ
っ
て
、一
般
の
方
と

一
緒
に
試
合
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。当
日
参
加
さ
れ
た
パ
ラ
選
手
は

車
椅
子
五
名
、
立
位
七
名
の
方
達
で
し
た
。

試
合
参
加
者
は
男
子
百
五
十
一
名
、女
子
百

十
五
名
の
計
二
百
六
十
六
名
、八
丈
島
か
ら

は
八
名
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。車
椅

子
の
場
合
は
サ
ー
ビ
ス
に
特
別
の
ル
ー
ル

が
あ
り
、対
戦
し
た
選
手
も
少
し
戸
惑
い
気

味
で
し
た
が
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
真

剣
な
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。ま

た
、
車
椅
子
選
手
に
は
ボ
ー
ル
パ
ー
ソ
ン

（
ボ
ー
ル
を
拾
う
人
）が
必
要
な
こ
と
と
か
、

駐
車
場
は
横
に
車
椅
子
で
降
り
る
ス
ペ
ー

ス
が
必
要
な
こ
と
な
ど
、開
催
し
て
初
め
て

分
か
っ
た
反
省
点
も
あ
り
ま
し
た
。来
年
以

降
も
続
け
て
い
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日
〜
二
十

三
日
、
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
「
マ
ス
タ

ー
ズ
」が
函
館
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。ロ
ー
エ
イ
テ
ィ
の
部
で
は
全
国
か
ら
百

十
名
が
参
加
さ
れ
、各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
一
名

が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
勝
ち
上
が
り
ま

し
た
。私
は
キ
ャ
リ
ア
の
あ
る
方
々
と
の
試

合
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
勝
ち
進
み
運
よ
く

優
勝
で
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
マ
ス
タ
ー
ズ
に
挑
戦
し
続
け

て
き
て
こ
こ
一
番
と
な
る
と
心
技
体
の
欠

落
で
失
敗
続
き
で
し
た
。い
つ
の
間
に
か
八

十
歳
と
な
り
振
り
返
れ
ば
五
十
一
歳
の
と

き
東
京
選
手
権
で
優
勝
し
感
動
し
た
記
憶

を
思
い
出
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
と
思
っ
た
矢

先
の
翌
年
「
ガ
ン
」
で
入
院
と
な
り
十
年
間

卓
球
を
中
断
、再
起
し
た
も
の
の
練
習
中
左

手
骨
折
、
白
内
障
手
術
、
試
合
中
左
足
ア
キ

レ
ス
腱
断
裂
と
試
練
の
年
月
が
続
き
ま
し

た
。そ
れ
で
も
卓
球
に
対
す
る
生
き
甲
斐
や

練
習
す
る
こ
と
の
喜
び
が
一
歩
一
歩
前
に

進
め
て
き
た
と
思
い
ま
す
。 

知
ら
ず
知
ら
ず
に
晩
年
を
迎
え
挑
戦
し

続
け
て
き
て
、実
力
的
に
は
る
か
に
上
位
の

方
が
多
い
中
で
、数
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
活

か
し
今
回
の
ラ
ッ
キ
ー
な
優
勝
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
は
私
へ
の
ご
褒
美
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。私
の
練
習
に
快
く
相
手
し
て
下

さ
っ
た
皆
様
に
心
か
ら
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
と
お
礼
を
言
い
た
い
で
す
。感
謝
！ 

こ
れ
か
ら
も
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
引
き
続
き
練
習
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す 

 

審
判
部
は
佐
藤
副
理
事
長
の
も
と
部
長
、

副
部
長
以
下
兼
任
一
名
含
む
七
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。 

主
な
活
動
は
、
東
京
都
市
町
村
卓
球
連

盟
主
催
試
合
へ
の
審
判
長
及
び
公
認
審
判

員
の
派
遣
と
、頻
繁
に
改
訂
さ
れ
る
日
本
卓

球
ル
ー
ル
を
周
知
・
徹
底
す
る
こ
と
、
各
連

盟
へ
出
張
し
て
ル
ー
ル
・
審
判
法
等
の
審
判

講
習
会
と
、審
判
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
対

象
に
審
判
実
技
養
成
講
習
会
と
、公
認
審
判

員
・
上
級
公
認
審
判
員
・
公
認
レ
フ
ェ
リ
ー

取
得
の
為
の
勉
強
会
の
実
施
等
が
主
な
活

動
で
す
。 

ま
た
、
大
会
運
営
に
も
ル
ー
ル
は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。選
手
一
人
ひ
と
り
も
正

し
い
ル
ー
ル
を
理
解
し
楽
し
い
試
合
が
で

き
る
よ
う
に
、東
京
都
市
町
村
卓
球
連
盟
審

判
部
で
は
、一
人
で
も
多
く
の
方
が
公
認
審

判
員
の
資
格
を
取
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う

お
手
伝
い
し
て
い
き
ま
す
。 
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国 

分 
寺 
市 

卓 

球 

連 

盟 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

佐
溝 

昌
彦 

 

連 

盟 

等 

紹 

介 

狛 

江 

市 

卓 

球 

連 

盟  
 
 
 
 

会
長 

井
上 

城
治 

立 

川 

市 

卓 

球 

連 

盟 
 

 
 

 
 

 

經
廣 

敬
止 

 

多 

摩 

市 

卓 

球 

連 

盟 

会
長 

木
村 

喬 

 

 

 

  

国
分
寺
市
卓
球
連
盟
は
、
今
年
で
創
立

五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。連
盟
を
支
え
て

く
だ
さ
る
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

当
連
盟
は
、
チ
ー
ム
登
録
八
、
個
人
登

録
二
十
名
、
総
勢
百
九
十
五
（
男
子
百
五
十

九
、
女
子
三
十
六
）
名
で
、、
六
月
の
団
体

戦
、
一
月
の
個
人
戦
、
十
一
月
に
女
子
三
Ｗ

大
会
、
九
月
の
市
民
大
会
、
十
二
月
に
連
盟

内
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
毎

月
第
一
土
曜
日
に
連
盟
練
習
会
お
よ
び
ジ

ュ
ニ
ア
教
室
、
第
三
水
曜
日
に
レ
デ
ィ
ー

ス
・
シ
ニ
ア
教
室
、
四
月
に
技
術
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。 

特
に
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
は
、
近
年
国
立
卓

連
と
の
連
携
開
催
で
行
っ
て
お
り
、多
く
の

子
供
た
ち
が
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

レ
デ
ィ
ー
ス
・
シ
ニ
ア
教
室
は
愛
好
者
の
増

加
に
貢
献
で
き
て
い
ま
す
。今
後
も
卓
球
の

普
及
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

創
立
千
九
百
六
十
四
年
（
昭
和
三
十
九

年
）
会
員
数 

二
百
九
十
七
名
（
男
子 

百
四

十
七
名
、
女
子 

百
五
十
名
、
十
七
団
体
、

二
十
八
チ
ー
ム
）
練
習
は
各
団
体
毎
に
、
市

民
体
育
館
と
地
域
セ
ン
タ
ー
（
一
カ
所
）
で

週
に
一
～
二
回
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

当
卓
球
連
盟
の
モ
ッ
ト
ー
は
、市
民
の
体

力
向
上
と
卓
球
の
普
及
と
し
て
い
ま
す
。こ

の
一
環
と
し
て
、
市
民
大
会
、
団
体
戦
、
オ

ー
プ
ン
大
会
を
年
に
各
一
回
開
催
す
る
と

共
に
、
初
心
者
・
初
級
者
向
け
の
お
楽
し
み

ダ
ブ
ル
ス
大
会
を
年
に
二
回
行
っ
て
好
評

を
博
し
て
い
ま
す
。 

         

当
連
盟
は
登
録
チ
ー
ム
数
五
十
二
団
体

（
男
子
三
十
女
子
二
十
二
）会
員
数
四
百
八

十
七
名
で
す
、現
在
十
九
名
の
理
事
で
運
営

し
て
お
り
ま
す
。連
盟
と
し
て
の
行
事
は
関

東
学
生
卓
球
連
盟
と
連
携
し
た「
立
川
オ
ー

プ
ン
卓
球
選
手
権
」、
中
学
生
以
下
の
「
立

川
オ
ー
プ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
」、「
立
川
オ

ー
プ
ン
ベ
テ
ラ
ン
選
手
権
」、「
立
川
レ
デ
ィ

ー
ス
ダ
ブ
ル
ス
大
会
」そ
し
て
中
学
生
の
部
、

ダ
ブ
ル
ス
と
個
人
戦（
小
学
生
か
ら
六
十
歳

以
上
ま
で
）、
地
区
対
抗
の
部
、
市
民
大
会

の
各
大
会
と
底
辺
拡
大
の
た
め
ス
ポ
ー
ツ

リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、初
心
者
向
け
卓
球

講
習
会
、
毎
週
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
指
導
、
ま

た
今
年
よ
り
期
間
限
定
の
ア
ス
リ
ー
ト
講

習
会
を
始
め
て
お
り
ま
す
。 

卓
球
が
注
目
を
集
め
だ
し
た
昨
今
、
こ

の
機
会
に
底
辺
の
拡
大
、経
験
者
の
掘
り
起

こ
し
、競
技
志
向
の
方
の
手
助
け
を
目
指
し

務
め
る
所
存
で
す
。 

  

 

 

多
摩
市
卓
球
連
盟
は
今
年
で
約
四
十
五

年
に
な
り
ま
す
。会
員
登
録
数
は
約
三
百
名

で
、
当
連
盟
の
主
な
活
動
は
、
リ
ー
グ
戦
、

ジ
ュ
ニ
ア
教
室
、
市
民
大
会
、
オ
ー
プ
ン
大

会
、講
習
会
な
ど
年
に
十
数
回
ほ
ど
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
中
で
も
「
多
摩
市
卓
球
選
手

権
大
会
（
オ
ー
プ
ン
大
会
）」
に
つ
い
て
は

四
十
年
以
上
も
続
い
て
お
り
、最
近
で
は
八

百
人
前
後
の
参
加
者
を
お
迎
え
し
て
盛
大

に
開
催
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
「
大
人
の
大
会
」
と
「
子
供

の
大
会
」
に
分
け
て
、
三
月
の
二
日
間
（
土

日
）
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
本
連

盟
の
講
習
会
等
に
御
招
き
し
た
故
長
谷
川

信
彦
氏
を
は
じ
め
、多
く
の
著
名
人
が
本
連

盟
を
訪
れ
て
く
だ
さ
り
、技
術
面
や
組
織
の

あ
り
方
ま
で
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
お
陰
で
、

多
摩
市
卓
球
連
盟
の
今
日
が
あ
る
も
の
と

と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 
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わ 

か 

ば 

卓 

球 

ク 

ラ 

ブ 

Ｄ 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

伊
藤 

美
和
子 

ス 
テ 
ッ 

プ 

イ 

ン 

中
脇 

愛
純 

新 
規 

登 

録 

チ 

ー 

ム 

紹 

介 

東 

や 

ま 

と 

ク 

ラ 

ブ 

伊
藤 

孝
二 

武 

蔵 

野 

フ 

ァ 

ー 

ス 

ト 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

梶
河 

睦
子 

 

私
ス
テ
ッ
プ
イ
ン
女
子
チ
ー
ム
は
一
般

・
大
学
生
・
高
校
生
・
中
学
生
か
ら
な
る
年

代
も
経
験
も
異
な
る
混
成
チ
ー
ム
で
す
。 

 

卓
球
は
工
夫
次
第
で
楽
し
み
の
幅
が
広

が
る
ス
テ
キ
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
充
実
し
た
毎
日
を
お
く
る
た
め
に

練
習
を
し
、試
合
に
も
参
加
し
て
い
き
ま
す

。ホ
ー
ム
は
清
瀬
の
卓
球
場
ス
テ
ッ
プ
イ
ン

で
、昨
年
の
十
一
月
に
は
平
野
早
矢
香
さ
ん

、今
年
九
月
に
は
福
岡
春
菜
さ
ん
の
講
習
会

な
ど
を
開
く
と
い
う
刺
激
の
多
い
卓
球
場

で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。交
流
試
合
や
練
集
会

も
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
声
が

け
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

今
年
度
か
ら
新
規
登
録
す
る
わ
か
ば
Ｄ

で
す
。
チ
ー
ム
が
所
属
し
て
い
る
「
わ
か
ば

卓
球
ク
ラ
ブ
」は
再
来
年
で
結
成
四
十
五
周

年
を
迎
え
ま
す
。す
で
に
市
町
村
卓
球
連
盟

に
は
、
わ
か
ば
Ａ
、
Ｂ
そ
し
て
Ｃ
の
三
チ
ー

ム
が
登
録
し
て
い
ま
す
。 

週
に
二
回
ク
ラ
ブ
の
全
体
練
習
が
あ
り
、

和
気
あ
い
あ
い
の
中
に
も
懸
命
に
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
一
回
実
施
し
て
い

る
「
わ
か
ば
の
集
い
」
に
は
他
の
ク
ラ
ブ
や

チ
ー
ム
か
ら
も
選
手
が
参
加
し
て
く
だ
さ

っ
て
お
り
、多
く
の
皆
様
と
卓
球
の
楽
し
さ

を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
す
。四
十
五
周
年
に

向
け
ク
ラ
ブ
一
同
頑
張
り
ま
す
の
で
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

武
蔵
野
フ
ァ
ー
ス
ト
は
、
今
年
度
1
チ

ー
ム
追
加
し
て
登
録
し
ま
し
た
。武
蔵
野
市

立
第
一
小
学
校
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
に
し

て
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。年
齢
も

下
は
40
代
か
ら
上
は
そ
れ
な
り
に
と
幅
広

く
、武
蔵
野
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
。市
外
で
の
活
動
は
こ
れ
か
ら
の
チ
ー
ム

で
す
。ラ
バ
ー
も
い
ろ
い
ろ
変
化
に
富
み
戦

型
も
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、練
習
も
充
実

し
て
き
ま
し
た
。チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
一
つ
で

も
昇
格
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
や
ま
と
ク
ラ
ブ
は
東
大
和
市
在
住
が

六
人
、
市
外
が
一
人
の
チ
ー
ム
で
、
今
年
、

市
町
村
リ
ー
グ
参
加
の
た
め
に
作
っ
た
チ

ー
ム
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
ま
だ
全
員
が
集

ま
っ
て
練
習
で
き
て
い
ま
せ
ん
。 

 

メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
日
曜
日
に
東
大
和

市
卓
球
連
盟
が
主
催
し
て
い
る
小
学
校
の

日
曜
解
放
に
参
加
し
練
習
し
て
い
ま
す
。 

 

写
真
は
今
年
の
市
民
大
会
で
市
内
の
メ

ン
バ
ー
六
人
が
揃
っ
た
の
で
、そ
の
時
に
撮

影
し
ま
し
た
。 

な
か
な
か
、
仕
事
や
家
庭

が
忙
し
い
世
代
の
集
ま
り
で
す
の
で
、棄
権

し
な
い
よ
う
、メ
ン
バ
ー
も
募
集
中
で
す
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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中
体
連
多
摩
地
区
研
修
大

会
に
よ
せ
て
（
人
を
感
動
さ
せ

る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
） 

 
 

 

日
本
中
体
連
部
長 

徳
永 

紀
夫 

 事 業 日 程 

H 29 年度 （大会事業） 

1/20(土) 第 59回東京都市町村新人卓球大会[男女ｼﾞｭﾆｱ､一般男女] (武蔵野市総合体育館) 

2/3(土）第 19回東京都市町村ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球交流会                     (立川市柴崎体育館) 

2/12(祭日）第 56回東京都市町村卓球チーム優勝大会       (立川市泉市民体育館) 

2/18(日) 第 59回東京都市町村新人卓球大会[男女ｶﾃﾞｯﾄ､ﾎｰﾌﾟｽ､ｶﾌﾞ]      (羽村市SC) 

2/18(日) 下期リーグ戦最終戦（男子４，５，６部）          （稲城市総合体育館) 

3/10(土) 第 58回東京都市町村卓球選手権大会（Jr）                 (立川市泉市民体育館) 

4/7(土) 第 44回東京都市町村ベテラン卓球大会            (立川市柴崎体育館) 
 
H 29 年度 （その他事業） 

1/27(土）平成 29年東京都市町村卓球連盟創立 60周年記念式典   （立川グランドホテル） 

東
京
都
市
町
村
卓
球
連
盟 

 
 
 
 
 
 
 
 

事
務
局 

青
木 

史
義 

広 報 誌 
発  行 

東 京 都 市 町 村 
卓  球 連 盟 

 
編  集 人 

東 野  範 子 
清 野  早 苗 
佐 久 間 勝 
徳 永  紀 夫 
阿 多 勇 

佐 溝  昌 彦 
山 下  俊 之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

“
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。” 

 

十
年
前
、
市
が
植
え
た
街
路
樹
が｢

花
水

木｣

春
夏
の
風
情
は
い
い
の
だ
が
、
晩
秋
が

大
変
。赤
黒
い
カ
サ
カ
サ
の
葉
っ
ぱ
が
み
ん

な
落
ち
て
し
ま
う
。卓
球
界
宣
伝
の
た
め
卓

球
連
盟
の
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
両
隣
三
軒
分

を
掃
く
の
だ
が
、“
誰
も
見
て
い
な
い
”
自

己
満
足
な
の
か
？
一
年
に
一
回
の
原
稿
が

ま
た
遅
れ
、担
当
の
奥
多
摩
Ｓ
理
事
に
申
し

訳
な
く
落
ち
葉
と
と
も
に
頭
を
下
げ
て
お

り
ま
す
。 

当
連
盟
も
今
年
一
月
に
創
立
六
十
周
年

記
念
式
典
を
迎
え
る
。
八
丈
島
が
五
十
年
、

日
卓
協
が
八
十
年
、東
卓
と
立
川
が
七
十
年
、

山
梨
県
卓
は
九
十
周
年
と
の
こ
と
。当
連
盟

会
長
が
い
ろ
い
ろ
と
式
典
に
出
席
し
て
い

る
が
、ど
ち
ら
も
役
員
の
高
齢
化
で
悩
ん
で

い
る
と
の
こ
と
解
る
、
解
る
ん
で
す
。 

二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
お
か
げ
で

東
京
体
育
館
が
二
年
間
使
え
な
い
、全
日
本

選
手
権
も
大
阪
で
開
催
。東
京
選
手
権
も
会

場
を
分
割
開
催
。ま
あ
ー
終
わ
る
ま
で
出
来

る
だ
け
協
力
し
よ
う
。 

八
丈
島
五
十
周
年
大
会
で
、
祝
辞
に
行

っ
た
は
ず
の
吉
田
会
長
が
試
合
に
出
て
混

合
Ｄ
（
地
元
中
学
生
と
ペ
ア
）
と
シ
ニ
ア
男

子
で
優
勝
！
一
緒
に
参
加
し
た
私
・
コ
メ
ン

ト
を
控
え
ま
す
。
◎
戌
年
の
一
年
、
キ
ャ
ン

キ
ャ
ン
と
働
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
ワ
ン
！
！  

私
の
学
校
で
先
日
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が

あ
り
生
徒
た
ち
の
演
奏
に
深
く
感
動
し
ま

し
た
。
な
ん
て
す
ば
ら
し
い
こ
と
。 

ど
う
し
て
人
は
感
動
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。そ
れ
は
自
分
が
感
動
し
て
い
る
こ
と
が

他
の
人
に
伝
わ
り
、そ
の
人
の
魂
を
揺
り
動

か
す
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。魂
の
琴

線
に
ふ
れ
る
と
い
う
音
楽
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
さ
に
こ
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

公
式
戦
の
あ
と
先
生
方
で
反
省
会
を
し

ま
す
。
そ
の
と
き
必
ず
話
題
に
な
る
の
が

「
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
選
手
の
こ
と
」で

す
。
大
勢
の
先
生
か
ら
、
○
○
中
の
○
○
選

手
は
実
に
す
ば
ら
し
い
と 

試
合
に
対
す
る
ひ
た
む
き
な
態
度
、
懸

命
に
ボ
ー
ル
を
追
う
姿
、気
合
い
が
入
っ
た

ゲ
ー
ム
、試
合
が
終
わ
っ
て
戦
っ
て
く
れ
た

選
手
と
あ
り
が
と
う
の
握
手
。見
て
い
て
感

動
が
伝
わ
っ
て
く
る
選
手
。そ
ん
な
選
手
が

少
な
か
ら
ず
必
ず
い
ま
す
。そ
ん
な
時
顧
問

の
先
生
は「
ひ
そ
か
に
感
動
し
て
い
る
の
で

す
」。
先
生
が
静
か
に
言
葉
少
な
く
「
よ
し
」

と
言
っ
た
時
、先
生
は
嬉
し
さ
で
一
杯
な
の

で
す
。こ
う
い
う
こ
と
を
選
手
の
皆
さ
ん
は

気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
ね
。 

逆
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
強
く
て
も
相

手
を
な
め
て
か
か
っ
た
よ
う
な
態
度
、勝
っ

て
当
た
り
前
と
い
う
よ
う
な
し
ぐ
さ
で
試

合
後
の
あ
り
が
と
う
の
挨
拶
、握
手
も
ロ
ク

に
で
き
な
い
選
手
。見
て
い
て
本
当
に
イ
ヤ

な
も
の
で
す
ね
。弱
い
選
手
と
対
戦
し
た
と

き
に
そ
の
選
手
の
人
間
性
が
表
れ
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。 

一
本
、
一
本
丁
寧
に
サ
ー
ブ
を
出
す
選

手
、真
剣
に
プ
レ
ー
す
る
選
手
は
周
り
に
さ

わ
や
か
な
感
動
を
与
え
ま
す
。な
お
か
つ
強

い
選
手
は
憧
れ
の
的
と
な
り
尊
敬
さ
れ
る

の
で
す
。 

人
は
感
動
す
る
度
に
そ
の
感
動
が
魂
を

揺
り
動
か
し
、記
録
さ
れ
て
次
第
に
大
き
な

喜
び
（
感
動
）
が
得
ら
れ
る
人
間
に
成
長
す

る
の
で
す
。歴
史
に
残
る
私
達
の
偉
大
な
先

達
は
今
も
な
お
私
達
に
大
き
な
感
動
と
勇

気
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

試
合
は
勝
つ
こ
と
の
み
が
エ
ラ
イ
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。負
け
て
も
素
晴
ら
し
い
感

動
を
与
え
て
く
れ
る
選
手
た
く
さ
ん
い
ま

す
ね
。負
け
る
こ
と
は
決
し
て
恥
ず
か
し
い

こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。人
に
感
動
を
与
え

る
こ
と
の
で
き
る
選
手
が
一
番
立
派
な
の

で
す 


